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初
仕
事
は
映
画
制
作
現
場
の
通
訳

　

大
学
卒
業
後
、
日
本
で
活
動
し
て
い
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
兼
通
訳
者
と
し
て
働
き
始
め
、映
画
「
ク

ル
タ
／
夢
大
陸
の
子
犬
」
で
、
制
作
か
ら
公
開

ま
で
の
映
画
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
だ
。

上
司
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、「
通
訳
は
一

つ
の
道
具
だ
か
ら
、
積
極
的
に
頭
を
使
っ
て
、

他
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
、
映
画
づ
く
り
の

専
門
家
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
。

　

95
〜
98
年
に
、
講
談
社
共
同
企
画
に
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
勤
め
、
優
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

を
日
本
で
漫
画
化
し
、
米
国
で
映
画
化
す
る
企

画
で
、
台
本
・
企
画
書
・
契
約
書
な
ど
の
翻
訳

や
通
訳
を
担
当
。
台
本
の
構
成
・
ド
ラ
マ
性
・

笑
い
の
ツ
ボ
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
専
門
的
知
識
を
学
ぶ
た
め
、 

99
年
に
、
U
P
S
ア
カ
デ
ミ
ー
で
演
技
を
学
ん

だ
。
僕
は
二
期
生
だ
っ
た
が
、
俳
優
の
オ
ダ
ギ

リ
・
ジ
ョ
ー
さ
ん
が
一
期
生
だ
っ
た
。
役
者
の

視
点
か
ら
台
本
を
分
析
す
る
力
を
つ
け
、
そ
の

後
ア
ニ
メ
「
サ
ウ
ス
パ
ー
ク
」
の
日
本
語
吹
き

替
え
で
翻
訳
監
修
を
担
当
。
全
て
の
収
録
・
編

集
に
関
わ
り
な
が
ら
、
役
者
や
演
出
側
の
視
点

か
ら
、
翻
訳
業
と
い
う
も
の
を
見
直
し
た
。
こ

の
頃
か
ら
、
映
画
の
翻
訳
で
は
、
意
訳
が
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
た
。

数
々
の
現
場
で
培
っ
た
仕
事
力

　

国
際
映
画
祭
へ
の
出
品
の
為
に
、
50
本
を
超

え
る
日
本
映
画
の
英
語
字
幕
版
を
担
当
。
海
外

の
観
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
為
、
双
方
の
文
化
を

知
っ
て
い
る
自
分
が
、
日
米
の
架
け
橋
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
取
り
組
ん
だ
。
僕
が
常
に
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
、「
演
出
側
が
狙
っ
て
い
る
効

果
（
例
え
ば
笑
い
な
ど
）
を
国
籍
に
関
係
な
く

観
客
に
伝
え
る
こ
と
」
と
「
字
幕
は
要
約
や
翻

訳
で
な
く
、
台
詞
に
し
な
い
と
ダ
メ
」
と
い
う

こ
と
。
リ
ア
ル
な
言
葉
と
い
う
も
の
に
一
番
気

を
つ
け
て
い
る
。

　

演
技
と
翻
訳
は
同
じ
だ
と
思

う
。
英
語
字
幕
を
す
る
時
は
、
登

場
人
物
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

考
え
て
話
し
方
を
決
め
る
の
で
、

ま
る
で
自
分
が
演
じ
て
い
る
よ

う
。
こ
こ
で
は
、
意
訳
や
言
葉
の

置
き
換
え
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
だ
。
例
え
ば
映
画
「
恋
の
門
」

で
「
恐
山
み
た
い
だ
」
と
い
う
台

詞
で
「
プ
レ
ア
ウ
ィ
ッ
チ
み
た
い
」

に
言
い
換
え
て
い
た
。「
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
よ
り
も

「
ト
ラ
ン
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
が

必
要
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

　

台
詞
そ
の
も
の
が
本
来
の
意
味

か
ら
は
み
出
し
て
別
の
意
味
を
持

つ
場
合
が
あ
る
。
監
督
の
ビ
ジ
ョ

ン
・
演
技
・
作
品
の
テ
ー
マ
・
ド

ラ
マ
性
の
要
因
な
ど
が
台
詞
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
多
い
。
今
後
、

例
え
ば
映
画
界
に
新
風
を
巻
き
起

こ
す
よ
う
な
監
督
と
組
む
な
ら
、
そ
こ
ま
で
責

任
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

　

三
池
崇
史
監
督
の
全
編
英
語
映
画
「
ス
キ
ヤ

キ
・
ウ
エ
ス
タ
ン　

ジ
ャ
ン
ゴ
」
で
台
本
翻
訳
・

指
導
、
現
場
通
訳
に
関
わ
っ
た
際
、
出
演
し
た

タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
監
督
に
、「
こ
の
台
本
を
訳
し

た
人
は
言
葉
の
達
人
だ
な
」
と
言
わ
れ
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。演
出
・
演
技
・

制
作
に
関
す
る
知
識
を
生
か
し
、
映
画
づ
く
り

の
専
門
家
に
な
れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。

　

昨
年
、
三
谷
幸
喜
監
督
脚
本
・
演
出
に
よ
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
公
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ト
ー
ク 

ラ
イ
ク 

シ
ン
ギ
ン
グ
」
で
制
作
に
参

加
。
2
ヶ
月
間
の
稽
古
で
は
、
台
本
が
大
幅
に

変
わ
り
、
歌
詞
翻
訳
・
台
本
修
正
で
必
死
に
な

り
な
が
ら
も
、
主
演
の
香
取
慎
吾
さ
ん
な
ど
へ

の
台
詞
指
導
も
担
当
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
や
役

者
の
演
技
で
よ
く
涙
を
流
し
た
僕
だ
が
、「
ア

メ
リ
カ
人
の
お
客
さ
ん
が
、
少
し
で
も
感
動
し

て
く
れ
た
ら
幸
せ
だ
な
」
と
思
い
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
、
評
価
を
い
た
だ
い
た
時
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
文
化
や
言
葉
の
壁

を
壊
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
。

　

昨
年
の
12
月
か
ら
今
年
の
5
月
ま
で
ケ
ネ

ス
・
ブ
ラ
ナ
ー
監
督
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

「
T
h
o
r
」
で
浅
野
忠
信
さ
ん
の
台
詞
指
導
・

現
場
通
訳
を
担
当
し
て
い
た
。
役
者
と
親
し
い

距
離
感
を
持
ち
た
い
監
督
だ
っ
た
の
で
、
通
訳

で
あ
れ
ほ
ど
透
明
人
間
の
意
識
し
た
事
は
な
か

っ
た
。
気
づ
い
た
の
は
映
画
づ
く
り
が
既
に
世

界
の
共
通
言
葉
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

主
演
経
験
が
豊
か
な
浅
野
さ
ん
と
監
督
の
間
で

は
僕
の
通
訳
が
必
要
な
い
時
も
あ
っ
た
。
現
場

特
有
の
、
簡
略
化
し
た
表
現
で
二
人
は
話
し
合

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
通
訳
者
と
し

て
居
合
わ
せ
な
く
て
も
良
い
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が

大
事
な
の
だ
。

　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
名
台
詞
「I am

 still 

learning

」
に
従
っ
て
、
今
後
も
マ
ル
チ
な
才

能
を
活
か
し
、
広
い
視
野
と
知
識
欲
を
自
分
の

武
器
に
し
て
い
き
た
い
。
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日
経
新
聞
の
翻
訳
や
A
E
R
A
の
記
事
翻
訳
を

担
当
し
て
い
た
経
歴
を
持
つ
。
現
在
は
主
に
、
映

画
字
幕
と
書
籍
の
翻
訳
を
行
う
。
今
年
発
売
さ
れ

た
訳
書
は
『R

ediscovering Japanese 
B

u
s

in
e

s
s

 L
e

a
d

e
rs

h
ip

』（Y
o

zo 
H

asegaw
a

著
）
な
ど
。

ト
ニ
ー
・
キ
ム
さ
ん
（Tony K

im

）

the next navigator

次の一歩

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ト
ー
ム
ズ

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
日
本
文
化
部
日

本
語
学
科
／
経
済
学
科
卒
業
後
、
90
年
に

来
日
。
上
智
大
学
比
較
文
化
部
卒
業
後
、

映
画
制
作
会
社
、
漫
画
翻
訳
な
ど
を
経
験

し
、
映
像
の
道
へ
。
映
像
翻
訳
を
幅
広
く

こ
な
す
傍
ら
、
演
技
も
勉
強
し
、
俳
優
と

し
て
も
活
躍
。
現
場
通
訳
・
台
詞
指
導
も

担
当
。
詳
し
く
はhttp://w

w
w
.big.

or.jp/~neoboon/indexj.htm
l

映画づくりの専門家として
言葉の壁を壊していきたい


